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与
謝
野
晶
子
『
明
星
抄
』
の
研
究

円

解
題
と
翻
刻

荻
　
野
　
恭
　
茂

i
　

解
　
　

題

書
誌

を
中
心
と
し
て
見
た

書
名
・
『
明
星
抄
』
。
編
著
者
・
与

謝
野
晶
子
。
テ

キ
ス
ト
は
、
椙
山
女
学
園
大

学
図

書
館
所
蔵
「
山
崎
敏
夫
文
庫
」

本
（
甲
種
）
。
和

綴
・
袋
綴
、
縦
二

十
三

セ
ン
チ
横
十
六

セ
ン
チ
、

全
自
選

自
筆

歌
散
ら
し
書
き
木
版
刷
り
・
下

絵
木
版

全
雲
毎
刷
力
歌
集
、
（
元
袋
付
）
出

冊

二
冊
。
奥
付
に
価
格

の
表
記
な
し
。
大
正

七
年
三
月
二

十
五
日
、
金
尾
文
淵
堂
発
行
。
発
行

者
・

金
尾
種
次
郎
。
印
刷
者
・
西
村
熊
吉
。

装
釘
者
・
平
福
百
穂
。
表
紙
、
扉
紙
、

短
歌
本
文

印
刷
紙
、
裏
扉
紙
、
裏
表
紙
、

よ
り
成
る
。
』
ペ
ー
ジ
表
記

を
表
す
数
字
な
し
。
表

紙
絵

は
、
源
氏
物
語
絵
巻

ま
た
は
枕
草
子
絵
巻
風
の
出

が
女
性
（
正
装
坐
居
姿
の
王

朝
の
妙
齢
の
貴

婦
人
）～
で
、
m

は
男
性
（
柱
に
寄
り
か
か

る
姿
勢
の
坐
居
で
横

笛
を
吹
く
王
朝
の
君
達
）
1
0本
文
印
刷
紙
は
旧
出

共
五
十

。
短
歌
本
文
は
、
そ

れ
ぞ
れ
（
①
・
⑩
番

の
歌
）
そ
の
一
才

よ
り
始
ま
り
五

十
ウ
で
終

る
。
表
紙
絵
は
出

が
女
性
で
印

が
男

性
で
あ
り
、
扉
ウ
も
同

じ
で
あ
る
。

裏
扉

の
ウ
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
す
な



114

(写真A ＝表紙)(写真B ＝－オ)

わ
ち
、
倒
印

・
首
尾

で
男

女
一
対
、

い
わ
ゆ
る

く
め
を
と
〉
仕

立
て
と

ぐ
ぐ

な

っ
て
い
る
。
順

序
か
ら
見

る
と
女
性
が
先
だ
か
ら
、
本
書

の
女
性
中

心
、
あ
る
い
は
女
性
優
位
性

を
匂
わ
せ
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
と

り
り

に
か
く
、
出

印

・
あ

る
い

は
各
巻
中
の
首
尾

を
合
わ
せ
て
み

る
と
、、
王

朝
時
代
の
君

達
の
吹
く
横
笛
の
瓊
音
を
、

妙
齢

の
貴
婦
人
が
惚
と
し
て

聴
き
入
っ
て

い
る
、
と
の
趣
で
あ
る
。
琴

慈
相

和
を
標
榜
と
し
て
い
る

巻
頭
歌
（
①
）

を
始

め
と
し
て
、
。`
淡
い
人
生
的
暇
り

を
揺
曳

さ
せ
つ
つ
、

さ
ら
に
艶
美
や
愛

の
葛
藤
を
も
内
包
す
る
『
明
星
抄
』

の
世
界
の
、
内

容
的
な
面

の
特
色

を
み
ご
と
に
象
徴
的

に
暗
示
す

る
絵
柄
と
構
成
で
あ

る
。
裏
扉

の
オ
右
下

に
、

著
作
権
所
有
と
の
横
記

の
下

に
奥
付
書
が
あ

る
。
表
紙
・
裏
表
紙

の
色

は
、
田

が
女
性
ら
し
く
華

か
な
珊
瑚
色
に
近

い
朱
色
、
印

が
男
性
ら
し
く
落
ち
つ
い
た
明

る
い
鼠
色

（
利
久
鼠
色
）
。

表
紙
左
肩

上
に
、
縦
十

六
セ
ン
チ
、

横
三

セ
ン
チ
の
貼
題
簑
（
写

真
㈲

参
照
）

が
あ
り
、
そ
の

題
字

は
晶

子

自

筆
。
本
文

紙

は
、
厚
手
の
和

紙
に
百
穂
の
筆

に
な
る
、
花
絵
を
中
心
に
京
洛

の
風
物

（
橋
・
塔
・
千

鳥
・
等
）

を
あ
し
ら

っ
た
絵
柄
の
下

絵
が
、
金
砂
子

・
銀
砂
子
を
用

い

た
、
い
わ
ゆ
る
木
版

全
雲
母
刷
り
（
た
だ
し
乙
種

は
中
三
十
枚
色
刷
り

｛
注
1
参
照
ご
で
な
さ
れ
て
い
る
。
絵

の
種
類

は
、

オ
ウ

ー
枚
と
し
て
十
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種

、
・『
こ

の

十

枚

が

ワ

ソ

セ

″
ト

と

し

て

、

順

次

五

回

く

り

返

し

展

開

し

て

い

る

。

作

品

は

、

そ

の
上

に

、

自

選

↑
自

筆

に

な

る

短

歌

の

み

一
頁

に

一

首

の

割

で

木

版

印

刷

さ

れ

て

い

る

。

旧

印

各

百

首

、

計

二

百

首

を

収

む

。

す

べ

て

自

選

歌

で

あ

る

か

ら

、

中

年

期

、

す

な

わ

ち

晶

子

、

四

十

歳

の

時

点

に

お

け

る

、

先

行

自

作

歌

へ

の

大

凡

の

価

値

評

価

を

読

み

と

る

と

恚

が

で

き

る

。

ま

た

、

日

本

画

壇

の

巨

匠

・
～
平

一
　
　
　
　
　

一
　
　一
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　

｀
　
　
　
　
　

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j

（
6

）

福
百
穂
晩
年
期
の
円
熟
し
た
芸
境
を
示
す
装
釘
に
も
、

そ
れ

を
良
し

と
し

た
晶
子
の
嗜
向
的

傾
向
－

花
と
王

朝
趣
味
－

が
色
濃
く
あ
ら
わ

れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
『
明

星
抄
』

は
、

形
式
美
（
美
術
的
要

素
＝
装
釘
・
書
体
）
と

内
容
美
（
文
学
的
要

素
＝
短
歌
）◇

■ I μ

1

・ ノ

“
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
k
　
　

甲
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　

○
　

○

’
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
　

（
8

）

‘

と

が

、

み

ご

と

に

混

融

し

つ

つ

雅

醇

な

趣

の

形

成

さ

れ

た

、

晶

子

熟

年

期

（

四

十

歳

）
0

　

芸

術

観

を

標

榜

す

る

総

合

芸

術

的

性

格

の

濃

厚

。

な

、

《

自

選

歌

集

》

の

一

つ

と

、

巨

視

的

・

や

や

演

棒

的

見

地

か

ら

認

容

し

て

お

ぎ

た

い

。

（

帰

納

的

方

法

に

よ

る

検

証

は

、

後

稿

の

精

緻

な

調

査

・

考

察

に

ま

つ

。
）

こ

れ

は

、

本

質

的

に

は

、

そ

の

名

を

共

有

す

る

ご

と

く

、

雑

誌

『

明

星

』

の

形

成

の

精

神

と

一

脈

通

ず

る

も

の

と

思

わ

れ

る

。

ま

た

、

『

明

星

抄

』

に

先

行

し

、

『

明

星

』

の

余

情

を

享

け

る

活

字

本

歌

隻

や

、

『

劈

星

抄

』

成

立

の

二

年

後

（

大
9

）

に

編

ま

れ

た

、

『

詠

源

氏

物

語

歌

』

倣

・

印

な

ど

と

も

…

…

。
　
　
　
　

”
l
　
　
　’
1
　
　
　
　
　’゚
　
　
　

‘
　
　
　
　
　”
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　`

　
　
　’
゛
　
　

”
　
　

’″
。・
　
・・

さ

ら

に

、

そ

の

系

譜

を

遡

行

し

て

源

へ

の

道

を

辿

れ

ば

、

つ

い

に

は

遠

く

王

朝

の

美

意

識

に

ま

で

到

り

う

る

こ

と

必

定

で

あ

ろ

う

。

＼

d
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
l
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

（
注
1

）
『
明

星
抄
』
に
は
、
書
誌
学

的
に
見
て
少
な
く
と
も
、
甲
種
・
乙

種
の
二
種
類
が
存
す
る
。「
（
新
見
）

仮
り
に
そ
の
I

、
本

橋
テ
キ
ス
ト
の
椙

山
女
学
園
大
学
図
書
館
蔵
「
山
崎
敏
夫
文
庫
」
本
系

の
本
を
甲
種
と
す
る
と
、
そ

の
捺
徴

は
、
本
文
紙
五
十
枚
の
下

絵
が
す
べ
て
木
版
雲
母

△
　
　
刷
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
愛
知
教
育
大
学
図
書
館
「
近
代
詩
歌
文
庫
」
蔵
本
、
も
こ
れ

に
属
す
る
。
乙
種
の
そ
れ
は
、
同
じ
く
五

十
枚
中
、
始
め
の

十
枚
と
最
後
の
十
枚
が
、
木

版
雲

母
刷

り
で
、
そ
の
残
り
、
す
な
わ

ち
そ

の
間
の
三
十
枚
が
淡
い
色
刷
り

（
数
色
＝
桃
・

青

・
茶
・
黄
・
紫
等
）
で
あ

る
と
い
う
占
征

あ
る
。。
紹
和
女
子
大
学
近
代
文
庫
蔵
本
・
瀾
西
1　
院
大
学
図
書
館
「
1
　
羽
記
念
文
庫
」
蔵
本

‘
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大

阪

府

立

中

之

島

図

書

館
4

　
本

ご

位

田

好

夫

氏

蔵

本

・

藤

井

隆

氏

蔵

本

（

下

巻

ひ

み

御

架

蔵

ミ

づ
等

誤

こ
I

〇

種

に

属

す

る
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
I

…
…
　

……
へ
　

、

”

”
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

“
　

”

“
　
　
6

・
　
　
　
　
　

’
　

・
’
　
　

、
”
’ノ‘

な

お

両

種

、

｛

本

文

｝

「

絵

柄

」

な

ら

び

に

、

発

行

年

月

日

こ
I

ノ

す

な

わ

ち

「

奥

付

」

ば

全

ぐ

同

十

で

あ

岑

。

△

ト

。、

。

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
　
　
　
　

“
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
I
I
　
　
d
　
　
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐一
四ｓ
　
　

一一
l
j・

（

注
2

）
　

松

田

好

夫

氏

蔵

本

に

あ

る

。

…

…

…

…

…

…

…

…

～
　
　

…

…

。
　

一
　
八

～
　
　

。・・

’
　
　
　
　

…

……

。

つ
　
。

ド

一
4
1
4
ｚ
一゙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

゜
　
F『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
　
d
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　
四
　
　

、四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
I
　
　

↑
　

‘・
　
　
　
　

’
　

ｙ
　
j
　
　
　

、・
一
　
I
I

（

注
3

）
　

松

田

好

夫

氏

蔵

本

に

は

、

表

紙

裏

の

上

隅

に

、

古

書

肆

二

誠

堂

」

め

ラ

ベ

ル

が

あ

り

。

～
裏

表

紙

前

の

遊

び

紙

の

下

隅

に

ド

尹

ム

印

で

ド

「

金

｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
a
　
　
　

｀
　
　
　

“
　
　
　
　
　

ｓ
　
　
　
　

を
　
　
　

一

、゙
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
　

、一
　
　
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、ふ
　
　
　
　

一
　
　
　
　
　
　
　
　
I

上
　

五

圓

』

と

あ

る

。

購

入

時

期

に

も

よ

る

が

、
＼

か

な

り

高

価

な

も
0

で

あ

っ

た

と

見

て

ｔ

か

ろ

ケ

。

参

考

―

同

年

刊

｛

大

正

七

年

｝
’
a

土

岐

善

麿
0

随

筆

集

『

文

芸

遊

狂

』

（
2
8
0

頁

四

六

版

）

が

、

「

壹

圓

貳

拾

銭

」

で

あ

っ

た

。

（

注
4

）
　

『

定

本

輿

謝

野

囁

子

全

集

灘

八

懲

』

へ

昭
5
6

、

講

談

社

）

の

｛

「

著

咋

目

募

」

（
4
4
5
P

）

こ

に

賎

「

上

五

十

一

枚

ソ

下

五

十

歌

～

と

あ

る

ぶ

、

’゙
’
」

れ

I
　
　
　
　
　
I
　

“
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
J
　
　
　

ヾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―・
。

は

誤

記

か

誤

植

か

。

（

注
5

）

『

明

星

抄

』

と

は

い

え

、

出

版

社

に

と

っ

て

は

、

一

商

品

に

は

違

い

な

い

の

で

、

享

受

層

（

購

買

層

）

を

考

え

た

上

で

の

出

版

書

肆

の

要

望

I「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　

ｓ`
　
　
　
　
　

加

＼

△

…
……

す

。」・る

歌

（

例

え

ば

八。
『

み

だ

れ

髪

』

の

歌

）

心

許

ぎ

か

皆

無

で

は

な

か

ろ
5
0

、

と

い

ヶ

想

定

を

、加

味

し

で

［

大

凡

］

と

し

た

。

三

＼

犬
　

」’
　

ニ

犬

上
　
　

（

参

考

）
　
y
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
j
　
　
　
　
　
　
　

ド
　

ド

上
　

レ
　

…

…
…

‥
　

”
f
　

・・
　
　

゛`
’

‘
　
゛
゛
　

・
”

’。
　
　
　
　
　

｀
　
　
　
　

’
｀
　
　
”

‘
″

“

‘‐
し』
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　

‘。
　
　
　
　
　
　

・

。‘
・
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’゙
　
　
　
　

’
　
・
　
　

｀
　
　
　
　
　
　
　

”

’

‘
　

。
　
　
　

び
　
　

’
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、『
　

ヽ
　
　
　

”’
　
　
　
　
　

。
　

。
　

’
　

・

’
　
　

一
　
　
　
　
　
　
I

㈲
　

岩

波

文

庫

『

与

謝

野

晶

子

歌

集

』

（

昭
1
3

・
7

）

の

「

あ

恚

が

き

」

ス
　
l
d
l

゛
゛

゜
“
d
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　

』゙
　
　
　

゛

“
I
ゞ
J
　
　
゛
一
　

Φ“
　

』““
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
l
d
　
″』゙
i
l
“一
　
I
I
『
’
I
　
；
“

一
　
　
　
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
f
l
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　

・

″

㈲
　

改

造

文

庫

『

み

だ

れ

髪

ｔ

小

扇

・

曝

衣

』

（

昭
1
4

・
7

）

の

「

か

と

が

き

」
　
　
　
　

。
」

。
　

」
　
　
　
　

。

匈

。

ぐ

私
は
詩
が
解
る
や
う
に
な

っ
で

佐
な
。が
6
　
、ｔ
ま
た
担
当
に
日
本
語
を
多
ぐ
知
り
な

が
ら
表
現
す

る
所

は
泣

薙
氏
の

言
葉
使
ひ

で
あ
ｙ

、

藤
村
氏

の
模
倣
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
後
年
の
私

を
「
嘘

か
ら
出
た
具
実
」
で
あ
る
と
思
っ
て

居
る
の
で
あ

る
か
ら
こ
の
嘘
の
時
代
の

作
を
今
日
も
人

か
ら
と

や
か
く
と
云
わ
れ
が
ち
な
の
は
迷
惑
至
極
で
あ

る
。
教
科
書
な
ど
に
、
後
年
の
作

の
三
十
分
の
一
も
な
く
、

室
だ
質

の
甚
し
く
粗
悪
で
し
か
な
い
初
期
の
も
の
の
中

か
ら

採
ら
れ

た
歌
の
多
い
こ
と
で
私
は
常
に
悲
し
ん
で
居

る
。
こ
の
本
（
＝

岩
波
文
庫
）

に
入
れ
た
の
も
後
年
の
作
に
対

す
る
態
度
と
違
ひ
、
初
期
の
歌
に
寛
で
あ
る
こ
と
を
私
は
恥

ぢ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
歴

史
的
と
云
ケ

書
肆
0

希
望
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ

る
。

㈲

「
慰
衣
」
あ
た
り
か
ら
今

日
の
芽
生
が
見
出
せ
な
く
も

な

い
。
▽
然
し
そ
れ
も
三
十
七
年
程
も
前
の
も
の

で
あ

る
。
人

が
染
筆
を
求
・め

ら
れ
る
時
に
「
み

だ
れ
髪
」
の
歌
ば
か
り
云

っ
て
来

ら
れ
た
時
が
あ

っ
た
・‘。
そ
れ
か
ら
「
懸
衣
」
の
錬
倉
や
の
歌
を
代
表
作
か
何
ぞ

の
や
う
に
云

は
れ
て
き

た
0
を
、
ど
れ
程
私
は
迷
惑
に
思

っ
て

ゐ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
※
『
明

星
抄
』

⑩
と
し
て
入
集
）

（
注
6
）
　
百
穂
は
、
『
明
星
抄
』
成
立
の
翌
年

、
す

な
わ
ち
昭
和
八
年
十
月
三
十
一

日
こ
0
　
世
を
去

っ
て

い
る
b
彼
は
、
『
ア
ラ
ラ
ギ
。』
誌
上
に
常
に
美



117　与謝野晶子『明星抄』の研究H

＼
　

……
　

し

い

絵

と

短

歌

を

も

た

ら

し

て

き

た

、

『

明

星

』

と

は

対

極

に

あ

っ

た

『

ア

ラ

ラ

ギ

』

の

同

人

で

あ

っ

た

。

す

な

わ

ち

、

そ

の

歌

壇

意

識

を

ご
　

超

え

た

美

し

い

友

情

に

つ

い

て

、

こ

こ

に

特

記

し

て

お

か

な

く

て

は

な

ら

な

い

。

t
　
　
　
　
　
　
　、
‘
’

‘
　
｀
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　’
　
　
　
　
゛
い
 
I
　
I
I
　
　
r

゛
4
　
　
　
　゙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

（

注
7

）
　

故

塩

田

良

平

氏

は

、

「
『

明

星

抄

』

の

発

行

は

大

正

七

年

三

月

だ

か

ら

晶

子

の

染

筆

は

こ

れ

よ

り

遡

る

こ

と

、

そ

れ

ほ

ど

遠

い

時

期

で

は

あ

る

士
　

ま

い

と

推

定

さ

れ

る

。

比

較

的

肉

太

の

筆

蹟

で

初

期

の

や

う

な

判

読

に

苦

し

む

書

体

は

な

く

、

書

風

は

温

雅

典

麗

で

全

く

安

定

し

た

美

し

い

◇
　

一

な

の

と

な

っ

て

ゐ

る

。

恐

ら

く

油

の

乗

切

っ

て

ゐ

た

頃

で

あ

ら

う

ご
I

（

塩

田

良

平

・

佐

藤

和

夫

共

編

『

呉

謝

野

晶

子

全

歌

集

総

索

引

』

（

昭

ド
　
　
4
5

、

有

明

堂

）

の

「

は

し

が

き

」

中

。
ヤ

と

記

し

て

お

ら

れ

る

。

’
　
　
　

り
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’‘
　
r’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

‘・
″
四
　
　
　
　
　
　
　・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
っ
そ

I
　

晶

子

自

身

は

、

「

筆

跡

」

（
『

優

勝

者

と

な

れ

』

所

収

の

「

中

等

教

育

と

習

字

」

中

）

の

な

か

で

、
「

私

は

肥

え

た

字

よ

り

も

細

り

と

し

た

字

が

好

き

で

あ

る

。

「

俗

馬

肉

多

し

」

と

云

ふ

や

う

に

肥

え

過

ぎ

た

字

は

殊

に

嫌

ひ

で

あ

る

。

細

り

し

た

と

云

っ

て

も

痩

せ

過

ぎ

た

貧

相

な

の

は

ノ

好

ま

な

い

。

そ

れ

か

ら

如

何

に

善

い

書

体

で

も

読

み

に

く

い

ま

で

に

崩

し

た

字

は

好

ま

な

い

。

字

は

一

面

に

実

用

性

を

備

へ

て

ゐ

て

欲

し

い

。

こ
の
意
味
で
私

は
、
王
義
之
、一
智
永
、
緒
遂
良
、
蔡
蹴
で
虞
世
南
な
ど
の
法
帖
を
時
々
に
眺
め
て
楽
し
み
、
特
に
此
の
諸
家

の
楷
行
二
体
を

敬

重

し

て

ゐ

る

。

：

‘プ

（

中

略

）

・
’：

私

狸

義

之

そ

の

聯

の

字

を

書

こ

う

と

す

る

の

で

は

無

く

、

書

け

る

も

の

で

も

無

い

が

、

少

し

で

も

義

之

に

べ

。
　
　

が

り

う
・
　
…
…

……
f．
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＼
　
　
　
　
　
　
　
　

一
”

刺

戟

せ

ら

れ

て

、

ま

づ

い

我

流

の

細

い

字

体

に

品

位

と

深

味

と

潤

ひ

と

を

生

み

出

し

た

い

と

願

ふ

の

で

あ

る

。

」

と

、

自

身

の

筆

跡

の

志

向

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
　
　
l
f
　
l
″
　
　
　
　
　

、
　
　
　

が
　
　
　
　
　
　
　

’
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　

’
　
一
’
f

上
　
　

を

吐

露

し

て

い

る

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

（

注
8

）

＼

こ

の

程

度

は

、

か

つ

て

松

冊

好

夫

氏

が

、

『

み

だ

れ

髪

研

究

』

Å

昭
2
7

、

一

正

堂

書

店

）

を

編

む

の

に

際

し

、

第

一

部

校

異

篇

〈

凡

例

〉

中

し
　
　
　

に

、

「

『

用

星

抄

』

上

下

二

冊

は

『

み

だ

れ

髪

』

の

歌

四

首

を

含

ん

で

ゐ

る

が

、

晶

子

の

筆

跡

を

木

版

に

し

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

色

紙

短

冊

4

゛

″
f
　

’
ン
　
』
　

・゙
　
　
　
　
　

一一
　
　

’
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

｀
　
　
　

’
　
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
　
　
　
　

゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。゙

の

類

と

認

め

て

校

異

に

加

へ

な

か

っ

た

。

」

と

し

、

す

な

わ

ち

、

『

明

星

抄

』

の

文

学

作

品

的

要

素

を

抹

殺

し

て

し

ま

ひ

た

く

な

ら

れ

た

事

実

…

……

の

あ

藻

程

の
4

　
め

で

あ

る

　
　
0
j
゛
’
～

…

…

‘
　
　

…
　

…

…
…

…

…
　

…

…

…

…

…

’
1
　
　
　
　

…

…

…

…

…
　

’

1
～
翻

〈
凡

上

例
〉

刻

″

‐

‐

’‐‘

”

・

　

ｔ

、

．

．

’ ．

”

‘

″

一
、
本
翻
刻
は
、
椙
山
女
学
園
大
学
図
書
館
蔵
「
山
崎
敏
夫
文
庫
」
本
『
明
星
抄
』
上
・
『
明
星
抄
』
下

、
に
よ

’つ
た
’。

二
、
仮
名
壮
、
変
体
仮
名
の
奉

の
は
通
行
体
に
改
め
た
。
草

体
の
漢
字

は
、

意
識
的

に
俗
字
を
用
い
た
も
の
（
臭
《
魚
》
）
以
外
、

筆
書
時
代

を
考
慮
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し
て
、
正
字
体
（
康
煕
字
典
体
）
に
還
元

さ
せ

た
。

な
お
、

諸
橋

轍
次
編
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
釈
」

は
「
憚
」
の
略
字
、
『
恋
』三
偉

◇
「

懸
」

の
俗
字
と
あ
る
が
、
草
体
で
も
同

じ
様
な
形

に
な
る
の
で
筆
書
の
問
題

を
考
慮
し
て
〈
草
体
〉
と
み
な
し
た
。

三
、
散
ら
七
書
き
の
書
式
を
、
便
宜
上
、
一
行
に
書
き
下

し
た
。
な
お
、↓

」
の
上

に
冠
し

た
数
字

は
、
原
典
に
存
在
す
る
も

の
で

は
な
く
、
後
の
論
考

の
た
め
に
稿
者
が
付

し
た
も

の
で
あ

る
。

①
～
図
＝
上
、
⑩
～
図
＝
下

。

四
つ

誤
記
（
濁
点
の
脱
落
も
含

む
）

あ
る
い
は
、
晶
子
的
特
殊
表
記
法
に
よ
る
も
め

も
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

①
　

た
の
み
て
し
初
念
を
に
く
き
も
の
と
せ

ず
な
が
き
す
く
せ
を
相
か
た
り
ゆ
く

②
　
春

の
水
な
が
る
χ
’お
と
を
そ
ら
耳
す
西

の
都
の
こ
ひ
し
き
夜
半
に
～

③
　
蝶
ひ
と
つ
土
ぼ
こ
り
よ
り
あ
ら
は
れ
て

ま
へ
に
ま
ふ
と
き
君
を
お
も
ひ
ぬ

④
　

ち
ぎ
ら
ね
ど

お
と
ろ
へ
は
き
ぬ
何

と
な
き
う
ら

は
か
な
さ
を
わ
れ
に
知
ら
せ
て

⑤
　
あ

か
つ
き
の
竹

の
い
ろ
こ

そ
め
で

た
け
れ
水
の
中
な
る
髪
に
似
た
れ
ば
　
　
〈

⑥
　

わ
れ
に
似
て
玉
の
夜
床
に
ぬ
る
も
の
と
う
ぐ
ひ
す

を
こ
そ

お
も
ひ
や
り
け

れ

⑦
　
金
色

の
雲
の
と
ざ
せ
る
胸
と
い
ひ
懸

の
お
の
れ
を
祚
の
ご
と
く
す

⑧
　
し
ら
ん
ｙ

と
涙
の
う
つ
る
頬

を
う
つ
し

か
ゞ
み

は
あ
り

ぬ
春
の
夕
に

⑨
　
え

も
い

は
ぬ
は
だ

か
の
少

女
か
ぢ
と
り
て
船
や

る
ご
と
き
夏

の
夜
の
月

⑩
　

山
か
げ

を
出
し
や
五
人
が
紫
の
ひ
が
さ
あ
け

た
る
船

の
上

か
な

⑩
　
夏

の
水
雪
の
入
江
の

か
も
の
羽

の
青
き

色
し
て
草
こ
え
き
た
る

⑩
　
今
日

も
な
ほ
う
ら
わ
か
ぐ
さ
の
牧
を
こ

ひ
こ

ま
は
野

ご
こ
ろ
わ
す
れ
か
ね
つ
も
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⑩
　
野
分
姫
も
y

⑩⑩⑩⑩⑩ ⑩ 酋 ⑩ ⑩ ⑩ ⑩’⑩ ⑩

か

な

し

く

恥

懸

わ

き

ま

へ

ぬ

や

か

ら

に

も

ま

さ

り

て

こ
X

ろ

あ

ら

ぶ

る

夕

天

て

ら

す

仰

の

御

馬

わ

が

子

ら

が

豆

を

は

ま

す

る

朝

ぎ

り

の

中
　
　
　

▽

～

自

ら

を

う

す

き

黄

色

に

か

は

り

ゆ

く

秋

の

草

と

も

お

も

ひ

な

す

か

な

わ

が

胸

は

う

つ

ろ

な

れ

ど

も

そ

の

中

に

い

と

こ
X

ろ

よ

き

水

の

た

が

る
i

地

は

ひ

と

つ

大

白

蓮

の

花

と

見

ぬ

雪

の

中

よ

り

日

の

昇

る

と

き

お

も

ふ

人

あ

る

身

は

か

な

し

雲

わ

き

て

つ

く

る

色

な

き

大

ぞ

ら

の

も

と

山

ざ

く

ら

ち

る

と

ひ

ら

き

し

小

扇

に

・こ

ぼ

る

～

も

の

は

か

み

に

や

は

あ

ら

ぬ

む

ら

さ

き

の

し
如

末

佛

の

は

し

ら

参

の

ふ

り

ぬ

る

中

に

う

ぐ

ひ

す

を

き

く

火

の

中

の

き

は

め

て

あ

つ

き

ひ

の

ひ

と

つ

ま

く

ら

に

す

る

が

ご

と

く

頬

も

え

ぬ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丿
　‐

花

に

ほ

ふ

二

十

四

季

を

ぼ

こ
X

〈
ろ

と

し

ゆ

く

と

ぞ

つ

げ

む

わ

れ

を

と

ひ

な

ば

一

人

の

わ

れ

を

つ

ら

ぬ

き

ひ

と

の

世

と

天

と

は

通

ず

な

つ

か

し

き

か

な

三

月

の

柳

を

折

り

て

あ

ま

り

に

も

も

の

を

か

く

さ

ぬ

風

流

男

を

う

つ

大

き

な

る

日

の

お

つ

右

な

ど

見

れ

ば

う

し

お

も

ひ

上

れ

る

わ

が

こ
X

ろ

か

ら

⑩
　

朝
の
あ
め
さ
び
し
く
な
り

ぬ
紫
の

か
ら
か
さ

さ
し
七

七
人

さ
れ
ば
　
　

万

⑩
　

山
し
ろ
や
ふ
る
き

都
は
寺

々
の
元

朝
つ
ぐ
る
鐘
め
で

た
け
れ
　
　

＼

⑩
　
と
も
す

れ
ば
世
に
め
で
た

か
る
人

と
し
て
ひ

か
る
X

ひ
と
の

懸
の
な
し
ざ
ま

⑩
　

み
な
う
つ
く
し
白
の
ま
ろ
石
青
の
い
し
君
が
た
も
と
を
ま
ろ
び
い
づ
る
と
き
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⑩
　

何
と
か
く
君

に
待

だ
ぞ
V
こ
X

ち
し
て
ぃ
で
し
花
野
O
・
夕
月
夜
か
た
＼

⑩
　

自
ら
を
渓
の
ゆ
ぶ
ね
に
朝
く
だ
る
自
き
雲

か
と
お
ど
ろ
き

ぬ
わ
れ

ニ
　

づ
ごし

⑩
　

し
み
ぐ

と

口
な
ぐ
さ
め
を
な
す

ひ
と
も
な
さ
る

卜
人
も
あ
は
れ
な
る
こ
ろ

⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑥⑩⑩

お

も

ひ

た

ま

へ

み

胸

の

嶋

に

か

て

た

ら

ず

さ

れ

ど

い

か

れ

ぬ

か

が

さ

れ

人

を

お

ほ

か

た

は

ば

な

め

ぐ

人

に

か

な

し

さ

を

と

は

む

は

や

す

き

こ

と

£

し
6

　
ず

も

伯

父

の

寺

だ

ゞ

ひ

と

も

と

の

き

ぼ

て

ん

に

春

さ

‘
め

ふ

り

し

庭
G

こ

ひ

し

き

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
　
　
　
　
　
　
　
　■
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I

あ

け

く

れ

の

う

ぐ

ひ

す

の

聾

き

さ

ら

ぎ

の

脊

の

お

も

て

に

ヶ

き

ぼ

．び

を

す

る

秋

の

日

の

夕

と

な

れ

ば

わ

が

う

れ

ひ

君

が

こ

χ

ろ

に

ま

つ

ば

り

て

は

ふ
　

一

春

の

潮

海

馬

や

う

み

の

生

も

の

や

か

よ

ふ

み

ち

と

も

月

白

り

し

て

…

…
…
…

…

…

…
い

Φ
　
I
　
　
　
　
　
　
　
I
　
I
　
j
　
　
　’
　
　
　
　
　

咽
i

ほ

の

白

き

河

原

の

見

ゆ

る

木
0

章

よ

り

‘
か

な

し

き

は

な

し

春

の

夕

に

．ご
…
…‘

木

に

よ

ヴ

て

に

ほ

へ

る

さ

う

び

秋

山

の

づ
つ

た

に

ま

さ

り

て

は

か

な

き

さ
5

　

び

・

朝

の

く

も

い

ざ

よ

ふ

も

と

に

敷

し

ま

の

天

子

の

花

の

山

ざ

く

ら

さ

ぐ

上

わ

か

き

日

の

火

中

に

立

ち

て

相

と

ひ

し

そ

の

ご

く

ね

つ

の

さ

か

び

に

あ

ら

ず

⑩
　

あ
や
め
さ
く
わ
が
い
そ
の

か
み
あ
り
し
日

の
う
す
ら
ご
ろ
も
の
夕
す
が

た
咲
く

⑩
　

春
の
月

こ
び
し
き
人
め

お
も
げ
や
と
い
ふ
な
る
上
の
衣

ぬ
ぎ
て
見

ぬ

⑩
　

水
ぐ

さ
に
か
ぜ
の
ふ
く
時
ひ

め
だ

か
ぱ
や
け

た
る
く
ぎ
の
こ
ご

ち
し
て

ち
る

⑥⑩

天
王
寺
ゐ
な
か
の
人
の
び
と
つ
う
く
鐘
の
下

よ
り
す
ｙ
・．か
ぜ
の
わ
く

づ
～

あ
ひ
そ

め
し
日
か
や
わ
か
れ
ひ
な
み
だ
か
や
泣
け
ば
似

る
か
な
．こ
i

ろ
な
ご
み
て
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⑩
　

山

の

ゆ

に

わ
が

ま

ろ

が

た

の

う

つ

れ

る

を

白
き

月

夜

と

お
も

ひ

け

る

か

な
　

∇

＼

⑩
　

か
き

つ
ば

だ
白

き

國

に

は
王

い

ま
す

少

女

の
國

は
む

ら

さ

き

に
し

て

≒

⑩
　

ふ

ぢ

の
花

わ
が

手

に

ひ

け
ば

こ
ぼ

れ

た
り

だ
よ

り

な

き

身

の
二

人
あ

る

ご
と

⑩
　

い

つ

ま
で

も

あ

さ

や

け

の

ご

と
け

し

の

ご
と

に

ほ

へ

る

も

の

と

お
4
　
ひ

し
こ
X

ろ

⑩
　

若

き

日

は
つ

き

ん
と

ぞ

す

る
平

ら

な

る
野

の
に

は

か

に

も

海

に
入

る

ご
と

八～
一一・
』．

⑩
　

何

ご
と

に

お
毛

ひ

入
ヶ

た

る

白

つ
ゆ

ぞ

た

か
き

枝

よ

力

わ

な
X

き

て

ち

る

⑤
　

鎌

倉

や

み

ほ

と

け

な

れ

ど
憚

迦

牟

尼

は
美

男

に

お

は

す
夏

木

立

か

な

⑩
　

き

く

こ

と

は
ま

ろ

く

た

ら

へ

ど

い

ふ
こ

と

は

お
ほ

く

く

る

ほ

七

わ

が
こ
Å

ろ

か
ら

⑤
　

も

の

お
も

へ
ぼ

中

に

み

じ

か
き

ひ

た
ひ

髪

し

ば

く

ぬ
れ

て

く

せ

づ
き

し

か

な

⑩
　

十

ば

か
り

小

馬

な

ら

び

て

い

な

Å
き

て

春

か
ぜ

よ

ぶ

や

牧

の

す

そ

山

ごご

⑩
　

わ

れ
何

と

言

は
む

か
知

ら

ず

こ
X

ろ
み

に
恚

ぶ
と

せ
去

先

に
為

ら

む

と

か

た

れ

⑩
　

う
き

く

さ

の
中

よ
力

莫

の

い

づ

る

ご

と
夏

木

立

を
ば

上

り

く

る
月

齢
　

ま

る
山

の
南

の
す

そ

の

竹

は

ら

に

う

ぐ
ひ

す

な
け

り

御

寺

に

側

け
ば

図
　

わ

れ

を
見

れ
ば

ほ

の

ほ

の

少

女
君

見

れ
ば

君

尤

火

な
り

と

な

み

だ

な

が

し

つ

⑩
　

牡
丹

ち

る
．日

も

夜

も

琴

を

か
き

な
ら

し

あ

そ

ふ

わ

が

世

の

は

つ

る

ご

恚
べ

に

∠
f

剱
　

死

ぬ

お
毛

ひ

つ
く

る

日

悦

喜

ま

た

な
き

日

あ

り

て

こ

庖

ば

の

か

ず

に

な

れ

に
き

⑥
　

琴

と

れ
ば

よ
含

香

い

ざ

よ

ひ

牡
丹

ち

る
べ

に
の

馮

珊

の

花

づ

く

ゑ

か

な
　

…

……
’〈
’」’

侈
　

わ

が
肩

に
春

の
世
界

の

も

の

ひ
と

つ
く

づ

れ

こ

七

や

と
御

手

を

お
4
　　
ひ
七
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0
　

に
ほ
ひ
す
る
き
ぬ
き
て
あ

ぴ
と
い
ひ
ち
ら
す
春
か
ザ
に
く
む
三
四
の
君
よ

緋紐

ま
せ
ば
こ
そ
生
き

た
る
も
の
は
さ
ひ
は
ひ
と
こ
χ
ろ

め
で

た
く
今
日
も
あ
り
け

れ

夏
の
か
ぜ
山
よ
り
き

た
り
三
百
の
牧
の
若
う
ま
み
i

ふ
か
れ
け
り
　
　
　

＼
～

⑩
　

小
さ

め
ふ
る
あ
か
ぎ
だ
ひ
ら
の
百
合
の
花
な
で

し
こ

ま
芯
り
し
や
が
ま
じ
り
吠
く

⑩
　

ふ
る
さ
と
の
潮
の
遠

音
の
わ
が
胸
に
ひ

ゞ
く

を
お
ぼ
ゆ
初
夏
の
雲
　
　
　

〉

⑩
　
天

地
の
中
に
た

ゞ
よ
斗
か
な
し
み
を
わ
が
も
の
と
し
て
し

た
し
む
汐

⑩
　

紫
の
水
晶
の
ご
と
身

の
見
え

ぬ
く
ら
き
座
敷
の
七
月
の
あ
さ

⑩
　

か
き
つ
ば
だ
わ
か
紫

は
な
つ
か
し
き
・わ
が
歌
舞
伎
子
の

お
も

か
げ
に

さ
く

＼

⑩
　

夏
の
く
に
あ

し
の
自
根
の
た
わ
つ
く
る
水
こ
そ

め
ぐ
れ
あ
け
ぼ
の
X

家

⑩
　

自
樺
の
冬
の
木
立
の
水

か
げ

は
底
つ
宮
居

の
ま
ろ
ば
し
ら
」
て
　
　
　
　

〈

⑤⑩⑩⑩顛⑩

何
よ
り

も
消
や
す
き
奄
の
七
こ

の
ご
ろ

の
い
の
ち
を
お
恚
ふ
君
が
懸
人

＼

海
こ

ひ
し
潮

の
遠
鳴

か
ぞ
へ

つ
X
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家
…
…

…

青
原

の
野

か
ぜ
の
中
に
深
山

よ
り
こ
‘し
香
ま
じ
り
ぬ
白
百

合
の
花
　

一

ほ
の
か
な
る
野
を
さ
ま
よ
ひ

ぬ
ひ
と
つ
家
の
わ
が
や

を
か
し
き
お
ぼ
ろ
月

夜
に

つ
や

£
か
に
春
の
灯

な
ら
ぶ
ま
る
山
へ

法
の
火
と
も
る
音
羽
の
山

へ
　
　

コ

冬
き

た
る
大
き
赤
城
の
山
腹

の
雲
お
ひ
お
と
す
木
が
ら
し
の

か
ぜ
　
　
　
＼

⑩
　
ゆ

か
り
な
き
心
の
く

ま
に
出
没
す
魔
に
つ
か
は
れ
て
あ

る
ら
む
き
み

は

収
　

あ

め
の
日
は
わ
れ
を
み
に
こ
ず
か
さ
X
1
　て
あ

さ
が
ほ
つ
め
ど
あ

ふ
ひ
を
つ

め
ど
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⑤
　

く
れ
な
ゐ
の
小

ぎ
杯

た
ま
は
れ
ば
椿
の
花
の
こ
X

ち
し
て
と
る

⑩　⑩　⑩　⑩　⑩　⑩　⑩　參　図　 ⑩

は
か
な
か
る
う

つ
し
世
び
と
の
一
人

を
ば
何

に
奄
わ
れ
は
か
へ
じ
と

お
も
へ
る

唯
ご
と
に
故
よ
し

つ
け
て

わ
れ
ら
居

る
そ
れ
な
ら
じ
か
と
た
づ
ね
て
も
見
つ

か
や
の

は
の
か
た
ち
に
な
ら

ふ
人

か
と
も

お
の
れ
を
わ
ら

ふ
お
も
ひ
や
せ
つ
X

ふ
た
つ
三
つ
わ
す
ら
れ
ぬ
こ
と

か
き
こ
し
て
こ
X

ろ
の
上
を
は
し
り
ゆ
く
人

～

六
月
を
う
七
と
お
も
ひ
ぬ
に

は
か
あ
め
妄
の
穂
に
ふ
る
ら
う
が
は
し
さ
に

落
日

は
つ
よ
き
力

を
う

ち
わ
す
れ
女
の
ご
と
く
懸
の
み

に
燃
ゆ

ｙ

く
ら
や
み
の
底

つ
岩
根
を

つ
た
ひ
ゆ
く
水
の
音
し
て

い
ね
え

ぬ
枕

こ
ほ
ろ
ぎ
や
男

女
の
文
が
ら
の
多
き
が
中
に
う

づ
も
れ
て
き
く

…

…
…

こ
ひ
人
に
あ

は
む
日
と
ほ
し
ふ
る
さ
と

を
見
む
日
し
ら
え
ず
い
か

ゞ
す
べ
き
ぞ
I一’

ひ
と
す

ぢ
に
あ
や
な
く
君
が
指
お
ち
て
み
だ
れ
な
む
と
す
夜
の
く
ろ
髪
と
し

△

⑩
　

蓮
を
き
り
ひ
し
の
賞
と
り
し
た
ら
ひ
舟
そ
の
水
い

か
に
秋
の
な
が
あ

め

図
　

六
と

せ

べ
ぬ
か
し
こ
き
人
に
い
さ
め
ら

れ
お
ろ

か
な
る
世
に
ど
よ
ま
れ
な
が
ら

⑩
　

た
び

の
日
の
わ
た
く
し
ご
と
を
お
も
へ
り
と

も
の
い
は

ぬ
時
君
を
そ
し
り
き

⑩
　
汲
み
て
飲
む
酒
か
も
さ
れ
で

に
お
ひ
す
る
煙
の
み
わ
く

あ
や
七
き
甕
よ

図
　

獅
子
王
に
君
は
ぼ

ま
れ
を
ひ
と
し
く
す
よ
ろ
こ
ぶ
と
き
も
か
な
し
む
時
尤

⑩
　
そ
の

か
み
の
君
王

の
ね
や
金

色
め

ま
く
ら
に

か
よ
ふ
秋

の
夕

か
ぜ
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⑩
　

わ

れ

の

い

ふ

か

な

し

き

こ

と

洛
世

の

人

の

か

な

し

む

こ

と

卜
す

こ

し

こ

と

な

る

⑩
　

秋

の

夜

の

ほ

か

げ

に

ひ

と

り

も

の

ぬ

へ

ば

小

き

虫

の

こ
X

ち

こ

そ

す

れ

図
　

お

き

ふ

し

に

な

や

む

は

か

な

き

こ
X

ろ

よ

り

萩

な

ど

の

い

と

つ

よ

げ

な

る

か

な

／
　
　
　
　
　

″
　
　一
　
　
　
　
　
　
一．
4
〆
　
　
　
　
’
　
　
　
Z

⑩
　

懸

び

恚

は

現

身

後

生

よ

し

あ

し

も

わ

か

た

ず

し

ら

ず

君

を

こ

そ

た
め

め

⑥
　

あ

ぢ

き

な

く

石

に

づ

ま

づ

く

こ
X

ち

し

て

に

は

か

忙

き

れ

し

三
味

の

い

と

か

な

⑩
　

い

と

あ

は

れ

に

あ

ら

た

ま

り

ゆ

く

人

の

お

や

の

こ
X

ろ

を

わ

れ

屯

し

る

日

と

な

り

ぬ

⑩⑩⑩⑩

夕
さ
れ
ば
馬

車
」
て
君
に
あ
ひ
に
き

ぬ
無

官
の
ひ
と
の
娘

な
れ
ど
も

今
ひ
と
た
び
わ
れ
を
忘

る
χ

日
は
な
き
や
お
や
の
い
さ
め
し
こ
ひ
の

ご
と
く
に

あ
な
こ
ひ
し
う
ち
す
て
ら

れ
し
う
ら
み
な
ど
も
の
X

か
ず
に
も
あ
ら

ぬ
沌
の

か
ら

仁
和
寺
を
小

だ
か
き
丘
に
な
が

め
つ
X

嵯
峨
に
い
そ

ぎ
ぬ
春

の
小
ぐ
る
ま

⑩
　

あ
ら
し
山
名
所

の
は
し

の
初
雪
に
七
た
り
渡
る
舞
ご
ろ
も
か
な

⑩
　
ほ
と

Å
．ぎ
す
阿
波
下

ふ
さ
の
海
上
に
七
人
き
X

ぬ
少
女
子

ま
じ
り

俳
　

相
人
よ
愛

欲
せ
つ
に
お
も
や
せ
て
う
つ
く
し
き
子

に
よ
き
こ

と
を
い
・へ
上

⑩
　

た
に
ぞ
こ

の
ゆ
ぶ
ね
に
ち
か
く
な
る
水
を
あ
そ
べ
る
う

を
の
こ
χ
ち
七
て
き
く

⑩
　

新
七
く
湧
き

上
り

た
る
懸

の
ご
と
雁
爽
紅
の
立
つ
は
め
で

た
し
　
　

…
…ド
＜

゛

⑩
　

口
び
る
を
お
し
あ

つ
る
ご
と
く
れ
な
ゐ
の
椿
ち
り
き

ぬ
て

の
ひ
ら
の
上

上

⑩
　
一

切
を
や
X

あ
き
ら

か
に
見
通
す
日
わ
れ
に
き
た
り
て

も
の
た
ら

ぬ
か
な

上

⑩
　

飽
く
を
も
て

懸
の
を
は
り
と

お
も
ひ
し
に
こ
の
さ
び
し
さ
も
懸

の
つ
づ
き
ぞ
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誰
　
君

を
こ
ひ
ゆ

め
ま
ぼ
ろ
し
の
中
に
居
て

わ
れ
こ
X

ろ
よ
く
書
き
ち
ら
す
こ
と

⑩
　

か
つ
て
わ
が
も
と
め
し
も
の
ｙ

ひ
と

つ
に

は
あ
ら
じ

か
と
し
恥
恥

の
を
お
そ

る
X

⑩
　
十
月
は

お
も
ふ
男

の
き

だ
ま
れ
る
あ
と
X

ご
と
く
に
の
ど
か
な
石

か
な

八万
＜
・……
．

⑩
　
や
う
．や
く
に
お
も
ひ
あ

た
れ

る
こ
と
な
り
や
か
く
も
の
を
と
ふ
秋

の
夕

か
ぜ

～

図
　

こ
の
ひ
と
は
何
に
よ
ら
ま
し
か
き
な
れ
し
手

し
て

う
た
か
ぐ
君
に
よ
ら
ま
し

昏
　

さ
く
花
の
木

の
も
と

ま
つ
り
こ
ひ
人
の
こ
ろ
も
の
下

に
う

た
を
こ
そ
お
も
へ
ご

俳
　

人
す
奮
ぬ
と

な
り

の
家

び
芝
く
さ
の
き
た
な
く

青
み
そ

よ
か
ぜ
ぞ
ふ
ぐ

…

……

図
　

ほ
と
ｙ

ぎ
す
聞
き

だ
ま
ひ
し
か
き
か
ざ
り
き

水
の
お
と
す

る
よ
き
ね
ざ
め
か
な

図
　
三
千
里

わ
が
こ
ひ
人
の
か
た
は
ら
に
や
な
ぎ
の
お

た
の
、ち
る
日
に
き
た
る

ご

0　
　
お
も
し
ろ
く

か
な
し
く
妬
く
さ

ま
ぐ

に
か
は
る
こ
y

ろ
の
う
づ

ま
き
を
め
づ

図
　

よ
そ
ご
と
に
な
み
だ
こ
ぼ
れ

ぬ
あ
石
時
ひ
あ
り

の
す

さ
び

に
ひ
き
あ
は
．せ
つ
i

⑩
　

君
と
こ
ふ
よ
ろ
づ
轟
く
し
て

ま
よ
け
せ
む
こ
X

ろ
な
が
ら
も
見
え

ぬ
も
の
か
ら
・

図
　

春
の
鳥
今
巣
が
く
れ
て
あ
る
冬
と
猛
に
お
も
ひ
ぬ
胸

を
お
さ
へ
て
　

…
…

⑩
　

よ
ろ
こ
び
と

か
な
し
み
と
皆
君
に
よ
り
す
る
と
ば
か
り
は
う
た
が

ひ
も
な
し

図
　

や
は
は
だ
O

あ
っ
き
血
潮
に
ふ
れ
も
見

で
しさ
び
し

か
ら
ず
や
道
を
説
ぐ
君

上

・
y
f

俳
　

ひ
や
X

か
に
な
み
だ

の
ご
と
ぐ
石
走
る
浅
瀬
の
波
の
身
に
し
み

ぬ
わ
れ

イ
”

排
　

み
づ
う
み
の
そ
こ
こ
り
生
ふ
る
杉
む
ら
に
日
ぐ
ら
し
な
き

ぬ
は
こ
ね
路
く
れ
ば

図
　

わ
が
こ
X『
ろ
さ
び
し
き
い
ろ
に
そ
む
と
み
ぬ
火
の
ご
と
し
て
ふ
．こ
と
の
は
じ
め
に
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図
　

よ
こ

ざ
ま
に
そ

ね
む
入
ら
の
中
に
居
て

初
懸

の
‐

の
こ
X

ろ
忘
れ
ず
　
：

図
　

懸
を
し
て
年

ご
ろ
ふ
る
と
髪
白
き
長
者
の
と
ひ
に
い

ふ
こ
と
も
こ
れ

9　
　
ふ
る
さ
と
を
こ
ふ
る
そ
れ
よ
り
や
X

あ
っ
き
涙

な
が
れ
ぎ
そ
の
初

め
の
日

⑩
　

せ
は
し
げ
に
金
め

と
ん
ぼ
の
と
び
か
へ
る
そ
ら
ひ
や
X

か
に
日
の
ぐ
れ
て

ゆ
く

⑩
　

い
そ
く

さ
に
こ
ほ
ろ
ぎ
な
く
や
夕
月

の
ひ
が
た
あ
ゆ
め
器
ひ
と
五
六
人

＼
コ
。‘

⑩
　

か
た
ら
ひ
し
し
る
し
に
と
り
し
小

ゆ
る
ぎ

の
磯

の
石

に
心
似
て
さ
く
菊
よ

徘
　

金
色
の
ち
ひ
さ
き
鳥
の
か
た
ち
し
て

い
て

ふ
ち
る
な
り
丘

の
夕
に
　
　
　

く
に

⑩
　
玉

に
や
X

ま
さ
る
ま
く
ら
し
よ
る
の
ゆ
め
あ
か
つ
き

の
ゆ

め
見
て
た
れ
君

よ

‘。

徘
　

白
き

菊
や
X

お
と
ろ
へ

ぬ
夕
さ
れ
ば
明

眸
う
る
む
人

の
ご
と
く
に
　
　
　

＼

⑩
　
あ

め
ふ
れ
ば
わ
れ
の
若
さ
に
さ
び
し
さ
の
入
り
く

る
か
ど
を
見
る
こ
X

ち
す
る

⑩
　

噴
水
の
白
き
石
見
て
秋
き

ぬ
と
都
の
少
女
う
ち
も
お
ど
ろ
く
　
　

十
　
　

～
～

⑩
　

秋
の
ば
ら

さ
び
し
と
言
ひ
て
ひ
と
つ
X
み
ご
ひ
し
と

か
こ

ぢ
T
つ
摘

む
か
な

0　
　
秋
は
よ
し
か
ご
に
木
の
み
の
も
ら
る
X

と
の
き

ま
で
霧
の
ぐ
だ
り
来

ぬ
る
と

⑩
　

于
に
ち
か
く
た
や
す
き

は
皆
人
と
り

ぬ
千
ひ
ろ

の
底
G
玉

は
誰
が
こ
と

⑩
　
秋

立
ち
ぬ
子
の
こ
と
よ
り
も
立

ち
ま
さ
り
し
み
A
y

お
も
ふ
こ
と
も
つ
わ
れ

は

⑩R⑩

あ
り
て
わ
れ
た
ふ
と
か
ら
む

と
そ
ら
に
日
の

か
く
る
こ
X

ろ
を
つ
ゆ
き
ず
つ
け
ず

古
女
君
と
そ
の
世
の
相
聞
き

の
う
た
も
て

た
れ
る
あ
め
つ
ち
に
居

ぬ
　
　
　
　

｛

飽
く
し
ら
ず
い
な
ば

の
か
ぜ
を
大
寺
の
堂
に
の
ぼ
り
て

く
ら
へ

る
男



國
　

さ
び
し

さ
に
百
二

十
里
を
そ
ｙ

ろ
き

ぬ
と
い
ふ
人
あ
ら
ば
い
か
な
ら
む
わ
れ

⑩⑩
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⑩　⑩　倍　⑩　⑩　⑩　⑥

世
に
あ
る
私
恩

を
に
な
へ

る
こ
-
Aち
す
る
女
人
の
身
こ
そ
は
か
な
か
り
け
れ

相
こ
ひ

ぬ
慢
気
慢
心
た
ら
ざ
る
を
知
ら

ぬ
少
女
と
き
よ
き
男

と

⑩
　

こ
ｙ

ろ
よ
り
け

ぶ
り

の
立
つ
と
い
ふ
こ
と
を
二
三

日
病
み
て
知

れ
る
人

か
な

こ

⑩
　

わ
が
つ
ね
に
こ
X

ろ
に
の
ぞ
く
ほ
ら
あ
な
を
い
で

し
が

ご
と
ざ
く
ろ
き
蝶
か
な

⑩
　

い
つ
と
な
く
君

が
こ
X

ろ

は
さ
だ
ま
り
て
百

年
ほ
ど
は
う
ご
か
じ
と
見
ゆ

⑩
　

は
や
も
わ
れ
白
金
の
世

の
か
た
は
し
を
踏
み
に
き
つ
る
か
若
き
日

を
で
て

⑩
　
草
0

庭
ま
へ
に
見

な
が
ら
い
ひ
を
く

ぶ
男
お
も
ひ
ぬ
逢
ひ
に
こ

ぬ
時

図
　

い
な

£
き

ぬ
秋
今
き

た
る
か
ぜ

ふ
き

ぬ
紳
の
つ
く
り
し
白
が
ね
の
馬

⑩
　

わ
れ

わ
す
る
忘
れ
て

胸
に
誰
あ
ら
む
あ
X

無
逞
際
む
ね
に
人
な
し

⑥
　
友
染

の
袖
十
あ
ま
り
ま
る
う
よ
り
千
鳥
き
ぐ
夜
を
雪
ふ
り
い
で

ぬ
　

上

図
　

た
や
す
げ

に
死
な
む
と
ち
か
ふ
わ
か
う
ど
も
あ
り
の
す
さ
び
に
あ
は
れ
と
ぞ

お
も
ふ

⑩
　

十
五
き

ぬ
を
し
の
雄
と
ケ
の
羽

に
似

た
る
髪

を
む
す
ば
れ
わ
れ
は
袖
ふ
る

⑩
　

白
楊
の
め
で
た
き
こ
と
を
は
て
も

な
く

お
も
へ
る
時
の
秋
の
か
ぜ
か
な

参
　

大
宮
も
白
鳥

の
羽
も
水
い
ろ
に
見

ゆ
る
夕
と
な
り
に
け
る
か
な
　
　
　

イ
　
～

⑩
　
今

は
さ
も
あ
れ
と
お
も
へ
ど
い
つ
の
日

の
念
の
力
か
も
の
妬
み
し
て

⑩
　

も
の
お
も
へ
ば
草
の
中
な
る
二

も
と
の
ま
ろ
は
楊
に
秋
の
か
ぜ
ふ
く

⑩
　

わ
が
小
ゆ
び
き

ぬ
を
な
ぶ
れ
る
そ

れ
よ
り
も

か
ろ
く
い
か
だ
を
な
か
す

水
か
な
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琲
　

こ
の
ひ
と
は
金
の
木
の
賞
の
な
る
國
ぺ

お
は
れ
て
こ
し
や
の
が
れ
て
と
し

や
上

⑩
　

山
の
草
水

ふ
き
あ
が
る
か
た
は
ら
に
あ

ぢ
き

な
し

や
と
そ
ら
を
見

る
か
な

俳
　

草
む
ら
を
塔
の
こ

と
く
も
み
す

る
風
ふ
く
夕
ぐ
れ
は
さ
び
し
か
り
け
り

⑩
　

な
ほ

お
の
れ
口
ご
も
り
が
ち
に
も

の
い
ふ
も
う
ら
は
か
な
し
や
人

に
ま
じ
り
て

⑩
　
つ

か
の

ま
も
萬
人
の
目

の
は
な
れ
ざ

る
こ
の
苦
し
さ
に
騎
慢
も
わ
く

几

⑩
　

夕
月
夜
花
び
ら
よ
町

も
か
ろ
げ

な
る
白
波

が
く
る
岩
を
わ
れ
ゆ
く

…

…
…

⑩⑩

た
は
ぶ
れ
て

言
ひ
す
ぎ

を
し
て
小
牛
日
わ
び
し
が
れ
る
も
な
ほ
若
ぎ

た
め

。

大
海
の
そ
こ
ひ
も
天

の
か
な
た
を
も
さ
ぐ
ら
む
と
せ
ず
君

の
こ
X

ろ
も

⑩
　
舞

ご
ろ
も
五
人
あ
け
の
ざ
う
り
し
て
河
原
に
い

で

ぬ
千
鳥
の
中
に

⑩
　

木
な
き
峰
あ
さ
ま
し

か
ら
ず
白

か
ば
の
み
ね
よ
り
わ
た
ケ
牛
ら
ね
て
居

ぬ

⑩
　

か
ぜ
ふ
け
ば

う
ま
に
の
れ

る
も
の
ら
ざ
る
も
ま
ば
ら
に
走

る
秋
の
原

か
な

⑩
　

京
の
は
し
お
し
ろ
い
あ
っ
き
舞
姫
の

ぬ
か
さ

ふ
や
か
に
ヶ

つ
あ
ら
れ

か
な

匈
　

白
が
ね
の
1
　鱗

の
上

に
ふ
じ
あ
力

ぬ
さ
が
み
の
春
の
丹

の
ほ
る
と
き

十

⑩
　
光
氏
が
浅
く
さ
寺
の
の
き
下

に
た
も
と
を
し
ぼ
る
水
無
月

の
あ
め
　

…

…
…

⑩
　

わ
が
む
か
し
う
ら
わ

か
き
日

は
こ
ふ
君
と
世
と
つ
i
1
　
し
く

お
も
ひ
て
す
ぎ

ぬ

⑩図⑩

わ
れ
は
う
し
生
れ

な
が
ら
に
ま
ほ
ろ
し
を
う
右

と
も
な
へ
る
目
と

お
も
ふ
か
な

三
味
線
の
I

の
い
と

の
み

か
き
な
ら
し
時
雨
と
ほ
り
ぬ
文
を
か
く
と
き
一

白
樺

の
折
木
を
秋
の
あ
め
う
て
ば
山
ど
よ
み
し
て
か
さ
X

ぎ
の
な
く
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⑩
　

あ
章
た
こ

ふ
は
何
ば

か
り
な
る
身
の
ほ

ど
に
ふ
さ
へ
。る
こ
と
i

す
る
や
を
と
こ

よ

⑩
　

男
を
も
灰

の
中
よ
り
ひ
ろ
ひ
『
つ
る
釘
の
た
ぐ
ひ『
に
お
も
ひ
な
す
こ
七
＼
　

＜

⑩
　

卦
つ
り
の
日
。あ
ふ
ひ
ば
し
ゆ
く
花
が
さ
の
中

に
も
似
た
る
人
を
見
ざ
り
し

⑩
　

に
く
か
ぴ
し
ま
き

た
ば
こ

か
な
ゆ
ら
く

と
け
ぶ
り
を
立
て

つ
な
み
だ

の
ま
へ
に

⑤
　

石

ま
ろ
ぶ
お
と
に
ま
じ
り
て
深

山
鳥
大
雨
の
中
に
な
く
が
わ
び
し
き

…
…
…

⑩
　

わ
た
つ
み
は
夕
の
ひ
と
の
ま
な
さ
き

に
遠
い
か
づ
ち
の
お
七
七
・
て
き

た
る

⑩
　

は
し
ら
い
ふ
誰
ま
ち
た
ま
ふ
は
る
の
夜
を
君
は
た
よ
ら
に
身
じ

ろ
ぎ
が
ち

に
　

～

⑩
　
世

は
な
り

ぬ
龍
女
が
授
の
ね
も
ひ
ｙ

き
く
が
よ
り
海
の
な
つ
か
し
き
日

と

9　
　
う

つ
せ
み
O

い
の
ち
と
い
は
ず
目

に
見
え

ぬ
無
量
の
日
生
む
こ

と
ば
と
こ

と
ば

・ & ●

’ I

’ 4 ‘  . 1

・

I ;

〔
翻
刻
補
注
〕
⑩
の
結
句
中
の
〈
見
〉

は
、
「
漢
字
」

の
「
見
」
か
、
「
変
体
仮
名
」

の
字
母

の
〈
見
〉

か
、
分

か
れ
る
所
で
あ
り
、
べ「
変
体
仮
名
」
の

〈
見
〉
（
翻

刻
＝
み
）
と

も
と
れ

る
が
、
本
歌
収
載
他
本
（
『
明

星
』
『
常
夏
』
『
興
謝
野
晶
子

集
』（
新
潮
社
》『
晶
子

短
歌
全
集
』
『
興
謝

野
晶
子
全
集
』（
改
造
社
》
）
と
対
校
の
結
果
、
そ
の
表
記

は
す

べ
て
「
漢
字
」
の

へ
見
〉
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
そ
れ
に
従

っ
て
翻

刻
し
た
。

（
書
誌
学
的
資
料
閲
覧

の
便
宜
を
、
藤
井
隆
氏
・
広
岡
義

隆
氏
に
添
う
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
）


